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第1310回例会 識字率向上月間
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（髙木 勝会場委員長）
「君が代」「我等の生業」「台湾国家」
第2760地区R財団委員長　深谷友尋さん

本日、第9回理事会です。13時35分から6階「けやきの間」にて行
います。
本日16時より、ホタル幼虫放流会が熱田神宮南神池にて行われ
ます。参加される方は「きよめ茶屋」までお集まりください。
次週3月15日（木）はR規定により休会です。
3月15日から18日（日）まで、台北延平ロータリー30周年記念式
典に参加、訪問して参ります。会員31名、家族14名、計45名で参
加します。
メールボックスに、梅田朋嗣さんの会員名簿用添付シールが
入っています。
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幹事報告 天野正明幹事

出席報告
会員74名　出席56名  （出席計算人数54名）

出席率79.63％ 2月28日は補填により 79.25％

臨時例会変更のお知らせ

会長挨拶 　遠山堯郎会長 梅田朋嗣出席委員

　先々回の例会では、ホタル事業、及び青少
年育成基金規則一部変更に付き、ご賛同を
頂きまして有難うございました。今日は、挨拶
に変えまして会員の皆様のなかに、今年度事
業の進み具合とニコボックス運用について、
情報不足と、いささかの誤解があるようでござ
いますので、この件について、現況をご理解頂
きたく、ご説明をさせて頂きたいと思います。   
　今年度の方針は、クラブ計画書にも表明致
しておりますように、１．クラブ独自の育成基金の設立 ２．クラブテー
マの作成 ３．ホタル事業継続の見直し ４．ＣＯ2削減への社会的貢
献 ５．地区出向者の増員が主な内容でした。地区出向者の増員計
画以外は、当然のことながら、理事会審議を経て、それぞれスタート
しました。①の育成基金は先日のクラブフォーラムにて創設するとの
ご承認を頂きました。②のクラブテーマは「熱田の杜・友愛・気品」と
決まりました。③のホタル事業につきましては、賛否両論ありました
が、先日のクラブフォーラムにて今年度で撤退が決まりました。この
あと、熱田神宮の関連設備の件、また小学校に対する事業中止の説
明などを行う予定です。④のＣＯ2削減につきましては「愛・地球博」を
開催した中部地区がＣＯ2削減の認識については全国最下位であ
ることから、（財）中部活性化センター（ＣＯ2削減に関する啓蒙事業
の推進機関）へ2～3年、見本を示す意味で瑞穂ＲＣが率先しての寄
付が決まりました。このＣＯ2削減問題は、その後、斉藤ガバナーから
地区の環境委員会に検討が付託されました。ＣＯ2削減に対する認
識を深めてもらうために、大きな成果があったと思います。その他の
理事会は例年の審議と殆ど変わりがありませんが、ガバナー補佐訪
問でクラブ細則の一部改正をご教示いただき、この検討に時間がか
かりましたがこれもご承認をいただいたところです。また、瑞穂RCは
ともすると、地区ＲＣの動向に疎い面がみられましたが、今後は、地
区出向者の増員（計6名）に伴い、2760地区全体の動向、情報が逐
次もたらされ、クラブの活性化に大いに資することになると思われま
す。次に、ニコボックスに関連しまして、ご理解をいただきたい点は、
ＲＡの海外研修に瑞穂RCのお金が使われていないか？また、連れ
て行くに当たって責任があるのではないか？という件です。この度、
2760地区のＲＡが海外研修で延平クラブの式典参加に合流しま
す。09年度の目的のため、今年は近い処で安くと言うことで、地区か
ら台北を紹介して欲しい由の要望が参りました。延平クラブに相談
しましたら快く「殆どが無料」にて受入れを承諾して頂きました。延平
ＲＡＣとの相互研修になり、行程はアクターが準備をしています。ＲＡ
の海外研修は、地区の活動ですから瑞穂クラブと金銭については一
切関係がありません。又、旅行に関する事故等の責任を負うもので
はありませんので、この点、ご安心ください。
　また、当クラブのニコボックスの利用状況ですが、ＣＯ2削減で6万
円、延平ＲＣ30周年式典への参加要請で役員の方々が来名された
時に約6万7千円、そして来週訪問の延平クラブ30周年式典への祝
儀が30万円です。その他の経費は総て瑞穂クラブの参加者が負担

をしています。最後に、茅ヶ崎湘南ＲＣは5月21日に30周年式典を
開催されるそうです。それを利用して延平ＲＣが、瑞穂クラブを表敬
訪問されます。ゴルフ、観光と希望があるようですが、国際奉仕委員
長から理事会に費用、スケジュールなど最終提案され審議をお願
いしているところであります。皆様へのお知らせの点で不十分な点
があったかと思いますが、今後ともクラブ運営にご協力をお願い致
します。
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今週卓話 3月22日（木）

次週卓話 　　3月29日（木）

会員卓話
テ ー マ

：
：
梅田朋嗣さん
「新入会員イニシエーションスピーチ」

卓話講師

テ ー マ

：

：

特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド
ウガンダ支部担当　吉田千代子さん 
「ウガンダの子どもたちは今」

委員会・同好会報告
国際奉仕委員会：岩田修司委員長

　3月15日（木）から、台北延平RC30周年記念式典に、総勢45名で
参加する事となりました。メールボックスに、30周年記念式典の日程
表を入れてあります。出発日時の確認ですが、3月15日（木）7時30分
にセントレア旅客ターミナル3階出発ロビー、29.30番カウンター「名
古屋瑞穂RC」の看板付近にお集まりください。あと、3月から航空機
内への液体の持ち込みが大変厳しくなっておりますので、ご注意くだ
さい。台湾での注意点ですが、空港へは出発3時間前に集合頂きま
す様にお願いいたします。最後に、台北延平RC30周年の記念品とし
て、ネーム入りの扇子をお贈りする予定でおります。

熱田神宮ホタル飼育について、今までの協力のお礼
小串和夫さん

　15年間の長きにわたりまして、ホタルの飼育事業に携わって頂き
ました事に対しまして、厚く御礼を申し上げます。瑞穂RCといいます
とホタルというほど、ロータリアンの中でも有名になり、たびたび大き
く報道される様になりました。途中から小学生の参加を得まして、自
然環境に関心を持つ良い機会となったのではないかと思っておりま
す。しかしながら思った様な結果は得られませんでした。そういった
中で15年、熱心にご協力頂いた会員の皆様に対しまして、厚く御礼
を申し上げます。ありがとうございました。

RAC委員会：髙須洋志委員長
　RACの例会ですが、3月15日（木）が3月22日（木）に変更になりま
した。また、佐藤一郎さんが出席予定でしたが、入江理さんに変わっ
ていただくことになりました。また、4月も日程変更がございます。4月5
日（木）が4月14日（土）に変更になりました。入江理さんに代わって、
佐藤一郎さんにご出席いただきます。最後になりますが、4月12日
（木）に、名古屋熱田RACと名古屋瑞穂RCが合同で例会を行いま
す。夜間例会になりますので、お間違いのない様にお願いいたします。
ゴルフ同好会：堀 慎治さん

　場所と日程の変更をお知らせいたします。4月11日（水）は名古屋
G.Cに変更を致します。5月23日（水）の予定でしたが、5月18日（金）
三好C.Cに変更となりました。宜しくお願いいたします。

近藤茂弘さん紹介：遠山堯郎さん
　昭和46年4月15日生まれの35歳です。職業分類は保険代理、事
業内容は保険代理業となります。事業所は天白区にあります。ご自宅
は瑞穂区にございます。学歴は東洋大学経済学部卒。ご家族は奥様
と子供が2人おります。趣味は映画鑑賞とゴルフです。
バッジ・名札授与：遠山堯郎会長

近藤茂弘さんあいさつ

「ロータリー財団の役割とは」

　皆様こんにちは。近藤茂弘と申します。遠山会
長とのご縁がありまして、このクラブに入会する
事が出来、誠にありがとうございました。若輩者
ですが、この活動を通じて成長していきたいと
思っております。諸先輩方々、ご指導、ご鞭撻の
ほど宜しくお願いいたします。

所属委員会・カウンセラー発表：天野正明幹事
　所属委員会は会場委員会です。カウンセラーを髙木 勝さんに
お願いします。
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・

・

・
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第2760地区ロータリー財団委員長  深谷　友尋さん

小串　和夫さん

伊藤　　豪さん

内田　久利さん

松岡　道弘さん

本多　清治さん

遠山　堯郎さん
宗宮　信賢さん
守谷　巌樹さん

本日はロータリー財団について、卓話を致します。日頃は財団
にご支援とご理解を賜り、誠にありがとうございます。感謝！

15年間の長きにわたり、ホタルの飼育事業に携わって頂き、
そのご苦労に感謝申し上げます。ありがとうございました。

大川さんと大連へ行ってきました。大変お世話になりました。
3月16日は私の誕生日です。
大変ごぶさたしております！昨日のゴルフ部会では本多さん、
野崎さんにお世話になりました。
昨日のゴルフ会、出席できずご迷惑をおかけいたしました。

欠席が続きました、また、昨日のゴルフ会で久し振りに
優勝しました。
岩崎道夫さんの紹介で、together againコンサートで30年
ほどタイムスリップ致しました。楽しい思い出が残りました。

お久しぶりです。
世の中不安定です。

ニコボックス 梅田朋嗣ニコボックス委員

岩本　成郎さん　　伊藤　　豪さん　　大川　嘉成さん
3月お誕生日おめでとう

新入会員入会式
遠山堯郎さん・天野正明さんから
推薦された近藤茂弘さんは、職業
分類委員会により「保険代理」に
分類されました。守谷巌樹R情報
委員長と、稲葉徹会員選考委員長
との面談を経て、理事会の承認を
得ました。その後、会員のご賛同も
得られたため、本日当クラブに入
会されることになりました。

卓話 第2760地区R財団委員長 深谷友尋さん　

　ただいまご紹介頂きました、R財団委員長
の深谷でございます。本日はどうぞ宜しくお願
いいたします。先ほど、ホタル事業が終わると
聞きました。この15年間の長きにわたり、瑞
穂RCのロータリアンの皆様が、子どもたちに
大きな夢を与えてくださいました事を、謹んで
御礼申し上げます。ロータリーは実践哲学を
元にして生まれたもので、そうした事業の中で皆様が子どもたちに
大きな夢を与え、地域の皆さんに大きな目標を与えられました事に
関しては、私も敬意を表する訳でございます。また、CO2の削減運動
をこれから事業として行うというのは、大変尊い事でございます。R
財団も地球環境の問題に取り組んでおりまして、そういうための補
助金を申請頂ければ、私どももそれに応える用意をしておりますの
で、どうかよろしくお願いしたいと思います。また、台北延平RCとの
友好提携を結ばれておりますが、そういう他国との交流につきまし
ても、R財団はマッチング・グランドというプログラムがあり、両方の
友好と共に社会貢献、世界貢献が出来る様な社会奉仕、世界奉仕
というものをしっかり結び上げていくために、R財団をこれからもご
活用頂ければ有難いと思っている次第でございます。
　ロータリーの奉仕というものは、全て実践を伴うものであり、R財
団はそれに対しての財源的な支援をする団体でございます。現在小
委員会が7つございます。年次給付委員会、恒久基金委員会、使途
指定基金、この3つの基金を集める側の財団がございます。そしてそ
の基金を使う委員会が4つございます。補助金委員会、財団奨学生
委員会、研究グループ交換会、財団学友委員会でございます。ロー
タリーは、地域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、
文化的な交流をプログラム、サポートする、こういう事がロータリー
の使命でございます。従いまして世界理解と平和を達成するという
事がRIの一番の要でございまして、多くの皆様の活躍を、世界各国
と協調しながらこの活動を推進している所でございます。特にポリ
オプラスでは、世界規模の中で約20億万人といわれる子どもたち
を救って参りました。また補助金委員会におきましては、当地区も非
常に大きな財源を頂ける様になりまして、今年度は580万円の予
算を計上し、地域の皆様、そして社会奉仕また国際奉仕そしてクラ
ブ奉仕、職業奉仕に貢献をしていきたいと考えております。それから
職業奉仕というのは、我々の超我の奉仕の理想でございますので、
職業奉仕は大切な活動でございますし、その上に社会奉仕、国際
奉仕がある訳でございます。そういう委員会とぜひコラボレーショ
ンして、当財団の財源をぜひお使い頂きたいと、本日はお願いにあ
がった次第でございます。
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